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市
議
団
は
11
月
25
日
、
田
辺
市
長
に
「
２
０
２
２
年
度
予

算
編
成
と
行
財
政
運
営
に
つ
い
て
の
申
し
入
れ
」
を
行
い
、

市
政
に
反
映
す
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

　

内
田
市
議
団
長
は
、
来
年
度
は
３
次
総
の
最
終
年
度
、
し
っ

か
り
と
総
括
し
４
次
総
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
重
要
と
述
べ
、

桜
ヶ
丘
病
院
の
移
転
に
つ
い
て
は
、
市
民
説
明
会
な
ど
市
長

と
し
て
の
説
明
責
任
を
果
た
す
べ
き
と
迫
り
ま
し
た
。

　

寺
尾
議
員
は
高
す
ぎ
る
国
保
料
の
引
き
下
げ
や
学
校
給
食

費
の
無
償
化
に
踏
み
出
す
こ
と
、
杉
本
議
員
は
温
室
効
果
ガ

ス
削
減
目
標
を
国
連
が
求
め
る
目
標
以
上
と
す
る
こ
と
、
市

川
議
員
か
ら
は
生
活
保
護
は
国
民
の
権
利
で
あ
る
こ
と
を

し
っ
か
り
と
広
報
す
る
こ
と
を
要
望
し
ま
し
た
。

　

田
辺
市
長
は
、
重
点
要
望
（
４
面
）
の
１
～
３
は
全
く
同

じ
思
い
と
し
な
が
ら
、
学
校
給
食
費
に
つ
い
て
は
「
わ
く
わ

く
給
食
」
で
お
い
し
い
給
食
を
提
供
し
た
い
と
持
論
を
述
べ

る
の
み
で
、
無
償
化
に
は
財
源
が
必
要
と
消
極
的
な
姿
勢
に

終
始
し
ま
し
た
。

《
重
点
要
望
》

１　

来
年
度
予
算
編
成
と
行
財
政
運
営
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
最
優
先
課
題
と
し
て
す
す
め
る
こ
と
。

２　

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
及
び
近
年
の
異
常
気
象
に
対
応
で
き
る

よ
う
に
、
防
災
対
策
を
抜
本
的
に
強
化
す
る
こ
と
。

３　

気
候
温
暖
化
対
策
を
抜
本
的
に
強
化
す
る
こ
と
。
静
岡
市
に
お

け
る
地
球
温
暖
化
ガ
ス
排
出
削
減
目
標
は
、
２
０
３
０
年
度
ま
で

に
２
０
１
０
年
度
比
50
％
以
上
と
す
る
こ
と
。

４　

国
民
健
康
保
険
料
を
引
き
下
げ
る
こ
と
。
ま
た
、
平
等
割
と
均

等
割
は
廃
止
す
る
よ
う
に
国
に
も
と
め
る
こ
と
。

５　

生
活
保
護
は
国
民
の
権
利
で
あ
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
、
保
護

申
請
の
諸
手
続
き
を
す
す
め
る
こ
と
。

６　

市
民
の
合
意
が
な
い
清
水
庁
舎
の
津
波
浸
水
想
定
区
域
で
あ
る

清
水
駅
東
口
公
園
へ
の
移
転
は
断
念
す
る
こ
と
。

７　

桜
ヶ
丘
病
院
の
移
転
先
は
津
波
浸
水
想
定
区
域
外
と
す
る
こ
と
。

８　

海
洋
文
化
施
設
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
後
の
清
水
の

ま
ち
づ
く
り
を
見
据
え
、
中
止
を
含
め
て
見
直
す
こ
と
。

９　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
理
念
を
市
政
の
基
本
と
す
る
こ
と
。

10　

行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て
は
、
個
人
情
報
の
保
護
を
厳
格

に
行
い
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
な
い
こ
と
。

11　

学
校
給
食
費
は
無
償
化
す
る
こ
と
。
当
面
半
額
と
す
る
こ
と
。

12　

小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て
は
、
問
題
点
や
課
題
を
市
民
に
明
ら

か
に
す
る
こ
と
。
導
入
を
強
行
し
な
い
こ
と
。

13　

ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
基
本
方
針
に
掲
げ
る

総
量
規
制
（
30
年
間
で
総
延
床
面
積
20
％
縮

減
）
を
見
直
す
こ
と
。
と
り
わ
け
、
市
立
認

定
こ
ど
も
園
の
民
営
化
・
統
廃
合
、
市
営
住

宅
の
削
減
計
画
は
撤
回
す
る
こ
と
。

14　

官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
解
消
、
適
正
な
下

請
単
価
の
保
障
に
つ
な
が
る
公
契
約
条
例
を

制
定
す
る
こ
と
。

15　

バ
ス
路
線
の
拡
充
や
自
主
運
行
バ
ス
の
普

及
な
ど
、
住
民
の
足
を
守
る
公
共
交
通
政
策

を
推
進
す
る
こ
と
。

16　

憲
法
を
改
悪
し
な
い
こ
と
、
安
保
法
制
廃

止
、
消
費
税
５
％
へ
の
減
税
、
浜
岡
原
発
は

再
稼
働
せ
ず
廃
炉
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
建

設
中
止
を
国
に
も
と
め
る
こ
と
。

①
桜
ヶ
丘
病
院
移
転
問
題

　
田
辺
市
政
が
迷
走
を
続
け
て
い
ま

す
。
長
き
に
わ
た
っ
て
市
民
と
議
会

か
ら
指
摘
を
受
け
て
い
た
、
津
波
浸

水
想
定
区
域
へ
の
桜
ヶ
丘
病
院
の
移

転
問
題
で
す
。

　

11
月
議
会
に
は
、
静
岡
市
所
有

の
清
水
駅
東
口
公
園

用
地
と
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
所

有
の
大
内
新
田
の
土

地
を
交
換
す
る
議
案

（
土
地
評
価
の
差
額
約

１
億
９
千
万
円
を
Ｊ

Ｃ
Ｈ
Ｏ
が
静
岡
市
に

支
払
う
）
が
提
案
さ

れ
ま
し
た
。
市
民
の

命
に
か
か
わ
る
よ
う

な
大
問
題
を
市
長
の

独
断
で
決
め
て
い
い

わ
け
が
あ
り
ま
せ
ん
。

静
岡
市
の
憲
法
と
位

置
付
け
ら
れ
て
い
る

市
自
治
基
本
条
例
第

23
条
で
は
、「
市
の
執

行
機
関
は
、
市
政
に
関

す
る
施
策
に
つ
い
て
、

そ
の
立
案
、
実
施
及
び

評
価
の
各
段
階
に
お

い
て
、
市
民
に
分
か

り
や
す
く
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
謳
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
第
３

条
で
は
、「
市
は
ま
ち
づ
く
り
に
関

す
る
全
て
の
活
動
に
お
い
て
こ
の
条

例
に
定
め
る
事
項
を
最
大
限
に
尊
重

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
規
定
し

て
い
ま
す
。
市
の
こ
れ
ま
で
の
進
め

方
は
、
自
治
基
本
条
例
や
市
民
参
画

条
例
に
照
ら
し
て
も
決
し
て
説
明
で

き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
大
規
模
事
業
よ
り

　
　
市
民
要
求
優
先
を

　
田
辺
市
長
は
11
月
市
議
会
に
お
い

て
、
第
３
次
総
合
計
画
（
３
次
総
）

の
総
括
的
答
弁
の
中
で
70
万
人
人
口

維
持
目
標
を
掲
げ
て
取
り
組
ん
で
き

た
が
静
岡
市
の
人
口
減
少
は
避
け
ら

れ
な
い
こ
と
を
認
め
ま
し
た
。
と
り

わ
け
自
然
減
に
よ
り
定
住
人
口
は
政

令
指
定
都
市
と
し
て
の
要
件
で
あ
る

70
万
人
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。
３
次

総
は
来
年
度
で
最
終
年
度
を
迎
え
ま

す
が
、
そ
の
到
達
点
は
市
民
か
ら
は

多
く
の
点
で
疑
問
が
出
さ
れ
て
い
ま

す
。
清
水
庁
舎
の
移
転
、
海
洋
文
化

施
設
の
建
設
の
凍
結
は
そ
の
一
例
で

す
。
土
地
の
交
換
が
議
決
さ
れ
た

桜
ヶ
丘
病
院
の
移
転
に
つ
い
て
市
民

は
引
き
続
き
市
長
の
説
明
を
求
め
て

い
ま
す
。

　
人
口
減
少
を
止
め
ら
れ
な
い
こ
と

を
認
め
な
が
ら
、
田
辺
市
長
は
一
方

で
４
次
総
の
主
要
事
業
に
な
る
ス
ー

パ
ー
ア
リ
ー
ナ
や
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ

ア
ム
、
新
た
に
植
物
園
の
建
設
な
ど

大
規
模
事
業
構
想
を
表
明
し
て
い
ま

す
。
国
保
料
引
き
下
げ
、
学
校
給
食

の
無
償
化
な
ど
市
民
の
様
々
な
要
望

に
は
市
の
厳
し
い
財
政
状
況
を
理
由

に
拒
否
し
な
が
ら
、
大
規
模
事
業
優

先
の
姿
勢
は
到
底
市
民
の
理
解
を
得

ら
れ
ま
せ
ん
。

国民健康保険料の引き下げを
求める請願を議長に提出

子どもたちにゆきとどいた教育を
求める請願を議長に提出

　新しい年を迎えました。
　昨年は新型コロナウイルス感染症拡大や豪雨災害などが市民の暮らしを直撃し、
多くの尊い命をなくすこととなりました。政治の役割はなによりも市民の命を守ること
です。日本共産党静岡市議団は、命と暮らしを守ることを最優先にした市政実現に
全力を挙げる決意を新たにしています。

コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
、

　
　
市
民
の
命
と
暮
ら
し
最
優
先
に

　

22
年
度
予
算
編
成
と
行
財
政
運
営
に
つ
い
て
市
長
に
申
し
入
れ

２
０
２
２
年
度
予
算
編
成
と
行
財
政
運
営
に
つ
い
て
の
申
し
入
れ

市
議
会
会
期
延
長
、
10
万
円
の
現
金
給
付
可
決

　

静
岡
市
議
会
は
12
月
16
日
の
延
長
議
会
で
、
18
歳
以
下
へ
の
給
付

金
10
万
円
を
全
額
現
金
で
一
括
支
給
す
る
議
案
を
可
決
（
児
童
手
当

が
支
給
さ
れ
て
い
る
世
帯
に
は
、
12
月
28
日
、
10
万
円
を
支
給
）。
会

期
の
延
長
は
政
令
市
に
な
っ
て
以
降
初
め
て
の
こ
と
。
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　11 月議会　主な議案、請願、発議への態度　　　　　　　　　　 ○賛成　×反対

議 案・ 請 願 ・ 発 議 の 内 容
※（　　）は内容及び共産党の反対理由など

審議
場所

日本
共産党 自民党 創生

静岡 公明党 志政会 緑の党 まちづく
り研究会

令和３年度11月議会一般会計補正予算（桜ヶ丘病院建設予定地の元清水駅
東口公園とJCHO 所有の大内新田地域の土地との交換差額の基金積立金） 本会議 × ○ × ○ ○ × ○

令和３年度11月議会一般会計補正予算に対する修正案（上記の土地交換
差額金に対する歳入、歳出の取り消し） 本会議 ○ × ○ × × ○ ○

議案第177号財産の交換について（桜ヶ丘病院建設予定地の元清水駅東口公園とJCHO
所有の大内新田地域の土地との土地交換、及び相手方が市に払う差額金の確定） 本会議 × ○ × ○ ○ × ×

国民健康保険料の引き下げを求める請願 本会議 ○ × × × × ○ ×

子どもたちにゆきとどいた教育を求める請願署名について 本会議 ○ × △ × × ○ ×

桜ヶ丘病院の移転に関する請願（1. 病院移転場所は大内新田か桜が丘公
園に、2.市民説明会の開催） 本会議 ○ × ○ × × ○ ○

発議第８号 静岡市議会会議規則の一部改正について（出産・育児等の規定） 本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議第９号 静岡市議会委員会条例の一部改正について（出産・育児等の規定） 本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議第10 号 台湾の世界保健機構（ＷＨＯ）への参加を求める意見書 本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　※子供たちにゆきとどいた教育を求める請願署名　創生静岡の△は長沼議員のみ賛成、他 7 議員は反対

●
請
願
に
賛
成
討
論
　
　
　
市
川
　
正

　

11
月
議
会
に
市
民
団
体
か
ら
３
件
の
請
願
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
国
民
健
康
保
険
料
の
引
き
下
げ
を
求
め
る
請
願
」「
子
ど
も

た
ち
に
行
き
届
い
た
教
育
を
求
め
る
請
願
」
は
、
市
民
か
ら
国

保
４
８
０
９
筆
、
教
育
４
７
２
２
筆
の
署
名
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
。
国
保
料
の
高
い
要
因
の
一
つ
は
家
族
数
に
よ
り
負
担
が
増

す
「
均
等
割
」
で
あ
り
、
こ
の
減
免
が
必
要
で
す
。
基
金
残
高

と
繰
越
金
約
54
億
円
を
活
用
す
れ
ば
、
当
面
18
歳
ま
で
減
免
の

対
象
を
拡
充
す
る
こ
と
は
十
分
可
能
で
す
。
ま
た
教
育
問
題
で

は
、
給
食
費
補
助
を
は
じ
め
、
少
人
数
学
級
、
教
職
員
の
増
員
、

ゆ
た
か
な
放
課
後
な
ど
、
ど
の
子
に
も
学
ぶ
権
利
を
保
障
し
、

の
び
の
び
と
学
ぶ
環
境
を
つ
く
る
こ
と
、
そ
れ
は
教
職
員
を
は

じ
め
学
校
関
係
者
や
保
護
者
の
願
い
で
も
あ
り
ま
す
。

　
「
桜
ヶ
丘
病
院
移
転
に
関
す
る
請
願
」
は
、
病
院
移
転
は
津
波

浸
水
想
定
区
域
以
外
に
す
る
こ
と
、
こ
れ
ま
で
の
経
過
に
つ
い

て
市
民
に
説
明
を
求
め
る
も
の
で
あ
り
、
命
を
預
か
る
病
院
を

津
波
浸
水
想
定
区
域
に
移
転
す
る
の
は
将
来
に
禍
根
を
残
す
こ

と
に
な
り
、
計
画
を
見
直
す
べ
き
で
す
。

　

以
上
を
述
べ
て
３
件
の
請
願
に
賛
成
し
ま
し
た
。

◆
反
対
討
論
　
　
　
　
　
内
田
隆
典

　

日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
11
月
定
例
市
議
会
で
提
案
さ
れ
た

議
案
の
う
ち
２
議
案
に
反
対
し
本
会
議
で
討
論
を
行
い
ま
し

た
。
反
対
し
た
議
案
は
い
ず
れ
も
桜
ヶ
丘
病
院
の
移
転
に
関
す

る
議
案
で
す
（
①
静
岡
市
所
有
の
清
水
駅
東
口
公
園
用
地
と
Ｊ

Ｃ
Ｈ
Ｏ
所
有
の
大
内
新
田
の
土
地
交
換
、
②
土
地
評
価
の
差
額

約
１
億
９
千
万
円
を
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
が
静
岡
市
に
支
払
う
）。
反
対
理

由
の
第
一
は
、
10
年
前
の
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
何
一
つ
取

り
入
れ
る
こ
と
な
く
津
波
浸
水
想
定
区
域
に
桜
ヶ
丘
病
院
移
転

を
強
行
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
反
対
理
由
の
第
二
は
、

市
長
が
市
民
と
議
会
に
対
し
駅
東
口
公
園
用
地
に
移
転
す
る
こ

と
に
対
す
る
説
明
責
任
を
果
た
し
て
こ
な
か
っ
た
点
で
す
。

　

静
岡
市
は
自
治
基
本
条
例
を
策
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
条
例

は
、
市
の
最
高
規
範
・
憲
法
と
位
置
付
け
て
い
る
も
の
で
す
。

　

静
岡
市
自
治
基
本
条
例
第
23
条
で
は
、
市
の
説
明
責
任
に
つ

い
て
規
定
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
静
岡
市
市
民
参
画
の
推
進

に
関
す
る
条
例
第
６
条
で
は
市
民
へ
の
情
報
提
供
・
説
明
責
任
・

市
民
意
見
聴
取
を
謳
っ
て
お
り
、
市
民
へ
の
説
明
会
の
開
催
は

当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
当
局
の
姿
勢
は
こ
れ
ら
の
条
例
に
反
し

て
い
る
こ
と
か
ら
反
対
し
ま
し
た
。

①
職
員
の
時
間
外
勤
務
と
健
康
管
理
に
つ
い
て

②
新
清
水
庁
舎
に
つ
い
て
③
桜
ヶ
丘
病
院
に
つ

い
て
質
問
し
ま
し
た
。
職
員
の
健
康
管
理
に
関

し
て
正
規
職
員
数
と
長
期
休
職
者
の
推
移
の
問

い
に
対
し
、
総
務
局
長
は
「
正
規
職
員
数
は
教

職
員
を
除
き
、
平
成
30
年
度
は
６
０
２
１
人
、

令

和

元

年

度

は

６
０
０
１

人
、
２
年

度
は
５
９

８
７
人
と

な
っ
て
い

る
。
30
日

以
上
の
長
期
休
職
者
は
、
平
成
30
年
度
は
１
５

０
人
、
令
和
元
年
度
は
１
４
８
人
、
２
年
度
は

１
７
９
人
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
う
ち
、
精
神

疾
患
を
理
由
と
す
る
も
の
は
、
平
成
30
年
度
は

88
人
、
令
和
元
年
度
は
94
人
、
２
年
度
は
96
人

と
な
っ
て
い
る
」
と
答
え
ま
し
た
。

　

内
田
議
員
は
、
職
員
減
の
中
、
長
期
休
職
者
・

精
神
疾
患
者
は
増
え
る
傾
向
に
な
っ
て
お
り
、

正
規
職
員
の
増
員
と
適
正
配
置
を
強
く
求
め
ま

し
た
。

　

清
水
庁
舎
に
つ
い
て
は
、
拙
速
に
進
め
た
結

果
、
当
初
の
移
転
計
画
が
白
紙
の
よ
う
な
状
況

に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
慎
重
な
対
応
を
求

め
ま
し
た
。

　

桜
ヶ
丘
病
院
に
つ
い
て
は
、
市
長
は
市
民
と

議
会
に
対
し
説
明
責
任
を
果
た
し
て
お
ら
ず
、

計
画
を
白
紙
に
戻
す
よ
う
求
め
ま
し
た
。

内田りゅうすけ議員

市
長　

総
人
口
70
万
人
維
持
目
標
断
念

４
次
総
へ
５
大
構
想
の
見
直
し
を
質
す

　

２
０
２
２
年
度
を
最
終
年
度
と
す
る
３
次
総

に
お
い
て
目
標
と
し
た
総
人
口
70
万
人
維
持
の

現
状
と
４
次
総
に
向
け
て
の
目
標
に
つ
い
て
、

田
辺
市
長
に
質
し
ま
し
た
。

　

市
長
は
、
２
０
１
５
年
２
月
定
例
会
で
は
、

２
０
２
５
年
の
総
人
口
70
万
人
の
維
持
が
３
次
総

の
最
大
目
標
で
あ
る
と
「
宣
言
」
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
２
０
１
７
年
の
施
政
方
針
で
は
、
「
総

人
口
70
万
人
維
持
」
の
表
現
は
消
え
て
し
ま
い
、

「
人
口
減

少
の
抑
制

を
意
識
し

て
取
り
組

む
」
と
い

う
消
極
的

な
表
現
に

変

わ

り

ま
し
た
。
新
た
に
中
部
圏
５
市
２
町
を
意
識
し

て
の
交
流
人
口
拡
大
に
取
り
組
む
と
し
、
70
万

人
維
持
方
針
を
事
実
上
変
更
し
ま
し
た
。
人
口

70
万
人
維
持
を
前
提
に
組
み
立
て
ら
れ
た
３
次

総
と
５
大
構
想
は
見
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
質

し
ま
し
た
。

　

市
長
は
、
人
口
減
少
を
認
め
た
う
え
で
、
４

次
総
で
は
、
観
光
や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
っ

た
「
交
流
人
口
」「
関
係
人
口
」
を
重
視
し
、
人

口
維
持
目
標
は
掲
げ
な
い
こ
と
を
表
明
し
ま
し

た
。

　

限
り
な
い
人
口
減
少
に
ど
う
し
た
ら
歯
止
め

を
か
け
る
こ
と
が
出
来
る
か
、
総
合
計
画
の
主

要
テ
ー
マ
に
す
べ
き
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
に
つ
い
て

　

３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
準
備
が
進
む
中
、

ス
ム
ー
ズ
な
予
約
と
２
回
目
ま
で
未
接
種
者
へ

の
引
き
続
き
の
支
援
、
早
期
に
収
束
さ
せ
る
た

め
に
も
ワ
ク
チ
ン
接
種
と
一
体
に
、
大
規
模
検

査
、
医
療
体
制
の
整
備
を
進
め
る
こ
と
を
求
め

ま
し
た
。

寺尾　昭議員

代
表
質
問

１
．市
の
判
断
で
学
校
給
食
費
は

　
　

無
償
化
で
き
る

　

市
は
こ
の
間
、
給
食
費
を
無
償
化
し
な
い
理

由
と
し
て
学
校
給
食
法
第
11
条
を
挙
げ
、
給
食

費
は
保
護
者
負
担
と
答
弁
し
て
い
ま
し
た
。
私

は
、
「
実
際
に
無
償
化
し
て
い
る
自
治
体
に
是

正
指
導
が
あ
る
の
か
、
学
校
給
食
執
務
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
の
質
疑
応
答
で
は
、
自
治
体
が
負
担
す

る
こ
と
を
認
め
て
い
る
が
市
の
判
断
は
」
と
質

す
と
、
「
是
正
指
導
は
な
い
、
市
が
負
担
す
る
こ

と
を
禁
止

し
て
は
い

な
い
」
と

答
弁

し
、

11

条

を

も
っ
て
無

償
化
で
き

な
い
理
由

と
な
ら
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

あ
と
は
財
源
確
保
な
ど
市
の
や
る
気
で
す
。

２
．行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
て
も

　
　

市
民
サ
ー
ビ
ス
は
低
下
さ
せ
な
い

　

デ
ジ
タ
ル
社
会
に
向
け
て
行
政
の
デ
ジ
タ
ル

化
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
市
の
持
つ
大
量

の
個
人
情
報
を
企
業
に
開
放
し
、
監
視
社
会
に

つ
な
が
る
も
の
と
し
て
注
意
が
必
要
で
す
。
今

回
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
市
の
考
え
を

質
し
た
と
こ
ろ
、
「
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
を
め
ざ
す

が
、
必
要
な
対
面
窓
口
は
残
す
」
な
ど
市
民
サ
ー

ビ
ス
は
低
下
さ
せ
な
い
旨
答
弁
し
ま
し
た
。

３
．市
は
障
が
い
者
雇
用
を

　
　

積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き

　

自
治
体
の
障
が
い
者
法
定
雇
用
率
は
2.6
％
な

の
に
、
市
は
達
成
し
て
い
な
い
ど
こ
ろ
か
政
令

市
で
最
低
ク
ラ
ス
で
す
。
静
岡
市
人
事
委
員
会

か
ら
も
指
摘
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
市
の
取
り

組
み
を
質
し
、
早
期
の
雇
用
率
達
成
を
求
め
ま

し
た
。

杉本まもる議員

総
括
質
問

高
齢
者
虐
待
防
止
の
と
り
く
み
と

生
活
保
護
行
政
に
つ
い
て

　

市
の
答
弁
に
よ
る
と
、
令
和
２
年
度
高
齢
者

虐
待
の
通
報
件
数
は
１
８
６
件
、
元
年
度
よ
り

28
件
増
加
し
て
い
て
、
こ
の
う
ち
福
祉
事
務
所

で
虐
待
と
判
断
し
た
件
数
は
59
件
（
前
年
度
57

件
）
で
こ
こ
数
年
横
ば
い
傾
向
と
な
っ
て
い
ま

す
。
虐
待

の
種
別
で

は
、
身
体

的
虐
待
が

最

も

多

く
、
全
体

の
７
割
を

占
め
、
心

理
的
虐
待
、
介
護
放
置
、
経
済
的
虐
待
の
順
で
、

虐
待
の
要
因
は
、
介
護
疲
れ
、
介
護
ス
ト
レ
ス

が
９
割
弱
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

虐
待
は
養
護
さ
れ
る
側
の
性
格
や
人
格
に
よ

る
も
の
の
ほ
か
、
認
知
症
に
起
因
す
る
養
護
す

る
側
の
介
護
疲
れ
や
ス
ト
レ
ス
に
よ
っ
て
も
引

き
起
こ
さ
れ
ま
す
。
家
庭
に
お
い
て
、
高
齢
者

が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
た
め
に
介
護
保
険
制

度
、
介
護
施
策
を
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
求

め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
生
活
保
護
に
つ
い
て
、
「
生
活
保
護

の
申
請
は
国
民
の
権
利
で
す
」
と
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
生
活
保
護
の
し
お
り
に
明
示
す
る
こ
と
を

求
め
ま
し
た
。
市
か
ら
は
「
生
活
保
護
を
申
請

す
る
方
の
心
理
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
生
活
保
護
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

に
『
生
活
保
護
の
申
請
は
国
民
の
権
利
』
で
あ

る
こ
と
を
表
示
す
る
な
ど
広
く
周
知
し
て
ま
い

り
ま
す
」
と
明
確
な
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

市川　正議員

総
括
質
問

総
括
質
問


